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研究成果の概要（和文）：コガタルリハムシの生態に関しては、本甲虫の季節消長を明らかにし、あわせて孵
化、幼虫および成虫の成育と温度との関係を解明した。また、休眠成虫の生存率と環境条件との関係を調査し、
休眠成虫の生存に土壌水分量が影響することを明らかにした。実用技術開発研究では、休眠成虫の長期保管が５
℃程度の低温条件下で可能であること、本甲虫が分布しなかったギシギシ類生育地に本甲虫を放虫した場合、分
布域が広がる場合と縮小する場合があることを把握した。本研究により、コガタルリハムシを用いてギシギシ類
を生物的に制御するのに必要な多くの基礎・応用的な知見・技術が得られた。今後は人工餌の開発などに取組み
技術体系の完成を目指す。 

研究成果の概要（英文）：The phytophagous beetle, Gastrophysa atrocyanea Mots, prefers to eat R. 
obtusifolius L. leaves and stems. Phenological traits of the beetle, such as egg-laying, hatching, 
larval stage, emergence, and underground movement, were recorded through field observation. Effects 
of temperature on beetle growth were also investigated under controlled conditions. We found that 
beetle growth was accelerated under high temperature conditions. Survival rates of dormant adults 
were investigated under different soil types. Survival rates differed between both soil types and 
experiment years. We also measured the depth of the soil where the adults spent their dormancy. 
These results indicate that soil water content may be one of the environmental factors that can 
affect survival rates. Dormant beetles seemed to be sensitive to dry soil conditions. Increased 
knowledge about G. atrocyanea Mots would be useful for devising techniques to control R. 
obtusifolius L. by using this beetle.
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１．研究開始当初の背景 
ハムシ科のコガタルリハムシは日本全土

を含む東アジアに分布する在来の甲虫で、

難防除多年生雑草ギシギシ類（エゾノギシ

ギシ、ギシギシなど）の葉を好んで摂食す

る。本甲虫の生態や飼育技術に関する個々

の研究事例は過去の研究で蓄積されている

ものの、未だにコガタルリハムシによる雑

草制御技術は確立されていない。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、コガタルリハムシの生

態の解明に基づいた飼育・保管および放虫

技術の開発を通じ、ギシギシ類を生物的に

制御する技術体系を開発することである。 

そのために、本研究では、コガタルリハ

ムシの生態について①野外における季節消

長を明らかにするとともに②土中の休眠成

虫の生存と生殖能力獲得に関与する環境要

因・条件を解明する。これらの知見をもと

に、飼育・保管技術について③人工餌を用

いた飼育、保管技術、および④ギシギシ類

を制御する効果の高い放虫技術を見いだす。 
 
３．研究の方法 
（１）本甲虫の生態的特性の解明 

①野外のエゾノギシギシ個体において、

本甲虫の産卵期、孵化期、幼虫期、蛹化期

および成虫潜土期といった季節消長を調査

した。あわせて、人工気象器を用い、温度

と本甲虫の孵化・成育との関係を調べた。 

②土壌の種類と休眠成虫の生存率との関

係、および休眠成虫の土壌中の位置（深さ）

を調査した。 

（２）飼育・保管技術と放虫技術の開発 

③ギシギシ類（エゾノギシギシ、ギシギ

シ、スイバ）を餌として幼虫に与え、成虫

の生育量を比較した。また、休眠成虫を越

冬期にあたる１２月より５℃条件下で、５

月上旬、中旬および６月上旬まで保管し、

保管期間と生存率を調査した。 

④５℃条件下で異なる期間保管した休眠

成虫を野外のエゾノギシギシ個体に放虫し、

産卵の有無とその後の成育を調査した。ま

た、本甲虫がいないギシギシ類の生育地に、

野外で採集した本甲虫を６月に放虫し、そ

の後の２カ年における本甲虫の分布の推移

を調査した。 

 
４．研究成果 

（１）本甲虫の生態的特性の解明 

①調査した３カ年とも、本甲虫のエゾノ

ギシギシ葉への産卵は４月初旬（平均気温

５℃程度）ころから認められ、４月下旬ま

で続いた。４月下旬には孵化が始まり、５

月中・下旬には３齢（終齢）幼虫（第１図

参照）となり潜土、６月上旬には羽化個体

が出現しエゾノギシギシ葉を摂食、６月中

旬（平均気温２０℃程度）には潜土し休眠

期に入った。人工気象器を用いた実験から

は、本甲虫の成育は気温に強く影響を受け、

例えば、５℃条件下では孵化はしないこと、

気温が高いほど、より後ろの成育ステージ

に進行することが分かった。以上の結果か

ら、野外における本甲虫の季節消長は、野

外の気温の推移に強く影響を受けながら進

行すると推察される。 

 

第１図 エゾノギシギシの葉を摂食するコ

ガタルリハムシ３齢幼虫（2017.5.31 撮影） 

 

②本甲虫は、成虫休眠して越夏・越冬す



るが、その休眠期の動態に関する知見は、

これまで皆無であった。休眠成虫の生存率

は、土壌の種類や試験の年次により変動し

た。一例を挙げれば、夏期の降雨が少なく、

また土壌が乾燥した砂土条件下において、

休眠成虫の生存率は０％であった（第２図）。

また、砂土、黒ぼく土、粘土のいずれの土

壌であっても、休眠する深さは地表から１

５ｃｍ～２０ｃｍ程度であることが分かっ

た。これらの結果から、休眠期における乾

燥は本甲虫の死亡を引き起こすこと、土壌

の深い位置で休眠期を過ごすことで本甲虫

は乾燥による死亡を避けると考えられるこ

と、などの知見が得られた。 

 

 
第２図 異なる土壌条件下におけるコガタ

ルリハムシの越冬後の生存率（2017 年 2  

月調査） 

 

（２）飼育・保管技術と放虫技術の開発 

③ギシギシ類３種（ギシギシ、エゾノギ

シギシ、スイバ）のなかでは、ギシギシを

餌として育った幼虫の成虫時の成育量（個

体重）が最も大きかった。これらの３草種

の葉の栄養成分の種類や量を比較すること

で、繁殖効率の高い人工餌を開発するため

の知見が得られると思われる。越冬期の成

虫を５℃条件下で５月上旬、中旬、あるい

は６月上旬まで保管したときの生存率は４

０％～５０％程度であった。 

④越冬期の成虫を５℃条件下で５月上旬

および中旬まで保管した成虫を野外のエゾ

ノギシギシ個体に放虫したところ、産卵が

あり、その卵は孵化し成虫まで成育した。

一方、６月上旬まで保管した成虫において

は、産卵があったのは４反復のうちの１つ

のみで、３つの反復では産卵がみられなか

った。本甲虫を、それまで本甲虫の発生が

みられなかったギシギシ類の生育地に６月

に放虫した試験では、放虫した３地点のう

ち、１地点では放虫後の１年目と２年目で、

放虫地点を中心にその周囲１０ｍほどに分

布が拡大した。他の２地点では、放虫後１

年目は放虫地点の周囲数ｍの範囲に分布が

広がったものの、２年目の分布は１年目よ

り縮小した。 

以上のとおり、本甲虫の生態に関し、こ

れまでまったく知られていなかった休眠成

虫の土壌中での動態をふくめ、多くの生態

学的知見が得られた。そして、それらの知

見をふまえ、休眠成虫の保管技術および放

虫技術に関する知見を得ることができた。

今後は人工餌開発、保管および放虫技術の

開発に引き続き取り組み、ギシギシ類をコ

ガタルリハムシを用いて生物的に制御する

技術体系の完成を目指す。 
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